
令和５年度　江東区立南砂中学校　学校評価報告書（期末）
目指す学校像

目指す生徒像

目指す教師像

生徒 保護者 生徒 保護者

主体的・対話的に取り組ませる工夫、
分かる授業の工夫を全教員が実践す
る。

「学校は、子どもの学力の定着・向上のた
めに工夫した授業を行っている。」の項目
で９０％以上 Ａ Ｂ Ａ

○都教職員研修センターの専門性向上研修への参加や指導教諭
の授業見学を推進した。
○江東区における教科交流において授業の研修を行った。

Ａ Ａ Ａ
○校内研修会において、ＩＣＴを活用した授業を全員が実践し、互い
に見学し合い、検討する研修を行った。

全教員が、子どもの学力の定着・向上のために
分かる授業を目指した工夫を行った。更に、主体
的・対話的に取り組ませる実践を工夫する。

生徒一人一台の学習用情報端末を活
用し、授業改善を行っている。

「学校は、ICT機器（学習用情端末等）の
活用により、分かりやすい授業の実施や子
どもの学びの意欲の向上に取り組んでい
る。」が９０％以上

Ｃ Ｂ Ａ

●クロームブックの活用できる場が限られているため、調べ学習を深
掘りすることが困難。
○総合の時間でスライドを作成してプレゼンテーションをすることが
できた。

Ｂ Ｂ Ａ

○総合的の時間で、調べ物だけでなく、事後学習報告書に学習端
末を使う機会を増やすことができた。
●学習端末を使う時間も考慮した総合的な学習の時間の設定。
eboardの活用についての周知が遅れた。

ITリテラシーを高められるように、学校全体で、特
に総合の時間でのクロームブックの利用を推進
する。
家庭学習での活用法を指導する。

「朝学習」「昼読書」の取組を通して、「学
力が定着・向上した」の項目で７０％以上

Ｂ Ｂ
●実際に力がついている生徒の声を意味を感じていない人に伝え
ていくことが必要。
●朝学習を効果的に生かせていない。

○実態に応じて週の終わりに小テストをしたり、自律や集中を促す指
導をするなどした。
●自律して学習できない学年があった。

朝学習を最大限生かすためには生徒が自律して
学習する必要がある。金曜日にまとめのテストを
行い理解度を測るなどの取組を行う。

「チャレンジウェンズデー」が、自分の決め
た目標達成のための取組になっていると
思う。

Ｃ Ｂ
○半年分の内容を設定させてから取り組むことができた。
●クロームブックへの記録は継続できる生徒が少なかった。取組の
改善が必要。

〇チャレンジしたことや振り返りを生徒がスライドにまとめたものを掲
示し、自己肯定感を高めた。
●チャレンジ内容を毎週日記形式で記録させたが、継続できない生
徒もいた。

総合的な学習の時間で月ごとのテーマを決め記
録する。チャレンジ・ウェンズデーの到達度を可
視化するなどの取組を行う。

地域学校協働本部やPTAと協力し、各
種検定試験を活用し、実践的な学力を
身につけさせる取組をしている。

各種検定（漢検、数検、英検等）試験への
受験率、合格率が昨年度以上

Ａ Ｂ Ａ
○秋の漢検に向けて学校全体で取り組み、難しい級の合格を果た
す。

Ａ Ｂ Ａ
○保護者アンケートにおいて、肯定的評価が１００％であり、本校の
特色になっている。
●個人差が大きい。

３教科において、朝学習や放課後自主活動を活
用し、意図的・計画的に取り組ませる。

「総合的な学習の時間を探求
的な学習としてＳＤＧｓ達成に向
けて教科等横断的に取り組む。

生徒の探究心を呼び起こすにための教
材研究をアンテナ高く日常的に行い、
SDGｓ達成に向けて取り組んでいる。

「世の中の課題や解決策を考え、SDGｓ達
成に向けて行動できた」が８０％以上

Ｂ － －
○総合的な学習の時間で、生徒の関心を深め多面的に考えられる
ような調べ学習や発表ができた。

Ａ Ｂ Ａ
○各学年において調べ学習や発表を行った。
●SDGｓの視点を意図的に取り入れることが弱い。人前で発表をする
ことができない生徒への指導が難しい。

ＳＤＧｓを探究する活動計画を見直す。区の施策
のｓｐｅａｋｕｐプログラムを取り入れながら、他学年
とも連携し発表をしあう中で発信力を高める。

教科道徳や特別活動におい
て、人権や多様性を尊重する
姿勢を育てる。

道徳の授業において教材開発や発言
しやすい学級づくりに務める。

「多様な生き方を知り、尊重することができ
る」が９０％以上

Ａ Ｂ Ａ
○話し合い活動を通して、意見を共有して多様性を尊重する授業を
行なうことができた。

Ａ Ｂ Ａ
○道徳地区公開講座では縦割り班の話合い活動を取り入れ、より多
様性を尊重しながら話合い活動をさせることができた。

縦割りの全体道徳を継続させる。意見を出しや
すくするためには少人数でグループを作る必要
がある。リーダーシップをとれる生徒の育成が不
可欠である。

生活指導部会での情報共有を図り、SC
や関係諸機関等を活用しながら、いじ
めの早期解消に努める。

「道徳科の時間を含めた全教育活動をと
おして、自分と友だちの命を大切にするこ
とや思いやりの心をもつ指導に努めてい
る」に９０％以上

Ａ Ｂ Ａ
○アンケート意外にも、生活指導部の情報交換において早期発見・
初期対応ができた。
●全教職員による「いじめ防止法」の理解と当事者意識が課題。

Ａ Ａ Ａ
○道徳地区公開講座により全教員にいじめ防止法の理解と当事者
意識を高めることができた。

生徒は面倒なことになることを怖れアンケートに
書かない風潮がある。アンケート以外に生徒から
意見を引き出す方法があるとよい。

教育相談機能の充実

生活記録や観察、SCとのカウンセリング
や三者面談等において、生徒の悩み
や相談に対して親身に対応する。

「先生は、生徒のことを理解している。」に９
０％以上。

Ａ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ａ
○SSWやSC、日本語講師の協力により、生徒だけでなく、保護者と
の連携もとれた。

教員間でどんなに小さいことでも声に出すことで
よりよい手立てがあちこちから提示されるので、
小さなことと思わず共有する。

特別支援委員会での情報共有や個別
の指導計画を基に、全教員で合理的な
支援を行う。

「学校の教職員が生徒のことを理解してく
れている」と感じる生徒が９０％以上

Ａ Ｂ Ａ
○校内委員会やSCやSSWとの連携により、情報共有を詳細に行っ
た。
●生徒への組織的支援を更に高める。

Ａ Ｂ Ａ
○学校生活支援シートや特別支援教室継続書類等の作成方法を
研修できた。
○ケース会議ができた。

全教員が学校生活支援シートの作成をできるよう
にする。

「生活習慣やネットリテラシー」
を向上させる。

「あ・じ・み・こ・し（挨拶、時間、身だしな
み、言葉遣い、集中力）」の指導を徹底
する。

「あ・じ・み・こ・し」の実践自己評価が９０％
以上

Ａ Ｂ Ｂ
○よくできている。
●保護者へのアピール不足。

Ａ Ｂ Ｂ ○生徒自身の自己評価は低いが、あいさつなどよくやっている。
教室移動が多く、時間にギリギリなことが自己評
価を下げているので、授業の内容によって教員
が時間を管理する必要もある。

健康教育・食育指導を充実させ
る。

「弁当の日」の実践や給食指導・食育を
通して、健康的な自立心を育成する。

「毎日の給食や弁当の日を通して自分の
健康を考える機会がもてる」が９０％以上

Ａ Ｂ Ｂ
○残滓量は少ない。
●学級によって残滓量が大きく異なる。担任の働きかけが大きい。

Ａ Ｂ Ｂ
○「弁当の日」は、家庭科から全校への「弁当の日新聞」を発行し意
識を高めたり、学年だよりで取り上げ、校内全体で取り組めた。

取り組み１０年を迎えマンネリ化することなく、「自
分で弁当を作る力」を育ませる事前指導を充実さ
せる。

地域行事への積極参加
ボランティア活動を通して地域の一員と
しての自覚と自己肯定感を高める指導
を行う。

地域清掃・地域行事等を通して培った地
域への帰属感８０％以上

Ｃ Ｃ Ｂ ●毎年続けられる地域活動を設計していく必要がある。 Ｂ Ｂ Ｂ
○地域交流が行われたことで、地域とのつながりを感じられた生徒
が増えた。

いつ、どこでといった地域とのつながりの計画が
立てにくいため、来たるべき時のために、朝学習
に音楽の日を設定して、全校で歌える準備をし
ておく。

学校ＨＰの内容を充実させる。生徒の
変容に対応し、各種通信等を適宜発行
する。

学校便り・ＨＰ等から「学校の様子が分か
る」という保護者が９０％以上

Ｂ Ｂ Ａ
○保護者から、状況がよくわかると講評。
●印刷物の確実な通知方法の確保。

Ａ Ｂ Ａ
○行事のときは、タイムリーに情報を挙げられてよかった。
●掲載されたくない生徒のいるところは必然的に記事が少なくなっ
てしまう。

学校での取り組みがより伝わるHPを更新してい
く。

活力のある学校規模を目指
す。

生徒・PTAと一体になって広報活動を
充実させる。

生徒数が今年度を上まわる（＋１０人） Ｂ
○「命の授業」などを地域や小学校などに配布した。
●小学校の行事との調整に課題。

Ｂ
●入学者増は果たせなかった。
●ＰＴＡの在り方に課題が生じている。

小学校の公開と重ならないよう調整する。
新入生のターゲットの変更が必要であろうか？

学校行事に主体的な取り組みをした生徒
が９０％以上

Ｂ Ａ Ｂ Ｂ

生徒会や部活動等に主体的に取り組み、
達成感・成就感を得た生徒が９０％以上

Ｂ Ｂ Ａ Ｂ

部活動を通して生徒の向上心を育成す
る。

部活動（地域の活動含む）に加入する生
徒が８０％以上

Ａ Ａ
○兼部ができ、生徒の可能性をより広げられる取組である。
●1人1人の才能の開花までの指導が難しい。

Ａ Ａ

中間評価

取組

Ａ

Ｂ Ａ Ａ

○　考え方や学び方を身につけ、創造力に富む人
○　心身ともに健康で、自らを鍛える人
○　温かい人間愛で結ばれ、心の豊かな人

成果
成果と課題

○生徒がいきいきとともに伸びる学校 　　○保護者や地域とともに子どもを育てる学校　　○教職員がともに成長する学校

○主体的に学び行動できる生徒（主体性）　○他者を認め思いやりの心をもった生徒（多様性）　○地域社会に貢献できる生徒（連携性）

○研究と修養に励み、向上心をもち続ける　○生徒理解に努め、対話を大切にし生徒を支援する
○組織的に教育活動に取り組むことで、より大きな成果を生む教師集団

○　特別支援学級の運営基盤を確立させる。
○　学校・保護者・地域の三者一体となり生徒を育成し、地域に根ざした学校づくりを進める。
○　魅力ある教育実践により、「入学したい・させたい学校」を目指す。

（３）持続可能な社会の作り手を育成する。
○　ＳＤＧｓ達成のために、探究し行動し発信できる人材を育成する。

次年度に向けた改善策
取組

成果

期末評価

成果と課題

主体的に学ぶ態度の育成

朝学習、昼読書、Challenge
Wednesdayや各種検定を活用
し、学習習慣や意欲の向上を
図る。

特別支援教育の推進
特別支援教育の充実、特別支
援学級の運営を向上させる。

○運動会で一緒に競技する、修学旅行で一緒にご飯を食べると
いったことができた。
●生徒の特性により、交流が難しいケースがある。

不登校支援
校内施設・教育人材を活用し、
不登校支援と改善を図る。

不登校生徒への支援や保護者との連
携を密にとり、生徒の家庭以外の居場
所をつくる。

４月当初の不登校生徒が一部でも学校教
育に接することができた。

Ａ

校内委員会の充実や、SC、
SSW等との連携により、生徒の
悩みに適切に対応する。

人権教育の推進

Ｂ Ｂ

○毎週の校内委員会での情報共有が詳細に行うことができた。
○SSWとの連携により、不登校生徒の状況把握や前向きな行動につ
なげられている。
○登校できる日が徐々に増えている。
●特別な支援を要する生徒への組織的な支援をさらに高まること。
●不登校生徒への評価・評定に課題（多様な状況に対応するこ
と）。

Ａ
・
Ａ
・
Ｂ

Ｂ
・
Ｂ
・
Ｃ

Ａ
・
Ａ
・
Ｂ

学校教育目標

学校経営理念

（1）生徒の主体性を重視した教育活動
○　主体的に学ぶ姿勢を育てる授業を展開する。
○　生徒の主体性や個性を重視した教育活動を展開する。
○　学校生活の向上に向けて積極参加させ、自己肯定感や誇りをもたせる。

（２）地域の公立学校としての使命
○　教育公務員としての服務を順守し、物品の有効活用や私費負担の軽減化を図る。

生徒の実態に応じた「朝学習」「昼読
書」「チャレンジウェンズデー」を効果的
を検証しながら実践させ、成果を実感さ
せる。

Ｂ
・
Ａ
・
Ｄ

重点領域 取組項目 評価の視点 具体的な取組 数値目標

学習意欲・生きる力の向上

授業力向上

「教育推進プラン江東（第２
期）」の実践やクロームブックの
活用など授業方法を工夫し、主
体的な学びを定着させる。

豊かな心と健康な体の育成

健康的な生活の確立

特別支援学級の指導、交流授業を通し
て共に生きる力を育成する。

「特別な支援を受けている生徒・保護者が
成長を実感できる」が６０％以上

Ｂ

本校の実態に基づいた家庭・
地域と連携、生徒数の増加

特別活動・部活動の活性化・
キャリア教育の充実

Ｄ

保護者・地域と一体となった教
育活動の展開

学校行事、生徒会活動等の教育活動
を通して、全生徒に主体的に活動させ
る機会を多く作る。

Ａ

学校からの定期的な情報発
信、掲示版やホームページや
公開の充実

生徒が主体性をもった活動の
計画・実践

生徒主体の行事・生徒会活動・
部活動の運営を行わせる。

Ｂ Ｂ
○学年毎に、例年実施してきた講演会や講義は実施できた。
●家庭科、社会科や総合的な学習の時間において、消費者教育や
主権者教育を実施する必要性もある。

Ｂ Ｂ
生徒の学校への所属意識や自

己有用感を高める教育活動
講演会等外部人材を活用し
キャリア教育の充実をはかる。

Ａ基準：９割以上達成　 Ｂ基準：７割～９割未満達成　 Ｃ基準：５割～７割未満達成　 Ｄ基準：５割未満の達成 

校内委員会で情報共有を密に行い、多様な状
況に組織的に対応する。

交流及び共同学習においては、運動会の学年
練習の段階で交流を進め、授業やその他の行事
に活題していく。また、実技教科を中心に、交流
授業を増やしていく。

自己肯定感が上がるよう、あたりまえのことをあた
りまえとせず言葉にしていく必要がある。
生徒会や部活動において、自己有用感が高まる
取組を企画する。

各講演前の事前指導を充実させ、興味をもたせ
る。
ワークショップ等の体験型の講演の実施する。

生徒の生き方、在り方について考える
キャリア教育を推進する。

自分の生き方を考え、社会の中で生きて
いくための力が向上していると感じる生徒
が８０％以上

Ａ

Ａ
○少人数であることを生かし、ひとりひとりに役割があり、生徒が主体
的に取り組み、協力して行事を創り上げている。
●委員会が生徒会活動だと思っていない生徒が多い。 ○生徒の自己評価は低いものの、すべての行事で全員が土台と

なって学校を支えているので、自己肯定感を上げる声かけが必要。
●人間関係や疲労感で部活を続けられない生徒がいるが、辞めると
決める前に気づいて支援する必要がある。

〇講演会での生徒の聞く姿勢が大変よく、その後のアンケートでも
振り返りができていた。
●大人になった自分の姿を想像出来ない生徒に、自己有用感や自
分の可能性を見いだせるような取り組みが必要である。

Ａ

○SSWやSCの協力により、一人一人の課題に合わせた支援を行っ
たことで、連絡が取れない家庭がなくなった。

○音楽や保健の授業を交流授業で行うことができた。
○文化祭の全校合唱で一緒に歌ったり、職場体験を一緒に行った
り、行事を通して交流を深められた。

Ａ


